
一般社団法人 群馬県山岳・スポーツクライミング連盟 

令和８年 3月理事会 議事録 

 

   議⾧：副会⾧   佐藤 光由 

記録：広報    中島あづさ 

 

1. 開催日時 2026年3月11日（水）19時30分から20時30分まで 

2.場所 K’BIX まえばし福祉会館 第5会議室 

3.参加者 吉田会⾧、小林副会⾧、土屋副会⾧、佐藤専務理事 

赤松、嘉村、細野、結城、石井、對比地、毛呂、星野、田野、大和、 

藤沼、八木原（顧問）、金子、根井、根岸、山越、中島 

（計20名） 

4.開会あいさつ 

（吉田会⾧） 

先日、スポーツクライミング（小学生）の深沢選手、橋本選手がノース

フェイスカップで優勝した.  引き続き応援したい. 

 

5.報告事項  

 5.1 指導委員会 ・2/22日 登山教室を実施. 参加者は4名、講師3名. 

 詳しくはHP参照 

 5.2 競技委員会 ・3/15日 リード小学生総体を実施. 

・4/ 5日  来年度の国スポ選手を決めるボルダー群馬カップを実施. 

     応援に来られる方はぜひ来てください. 

 5.3 遭対委員会 ・3/20-21 山スキー＠鳥海山 参加者2名にて実施予定 

 5.4 自然保護委員会 ・R8度自然観察登山の募集要項を本日理事会にて配布した 

 5.5 事業委員会 ・特に無し 

 5.6 広報委員会 ・次回山岳ぐんまは4月末発行予定 

 大小問わず原稿をお送りいただきたい 

・WEBで速報をし、詳細は山岳ぐんまで発行したい 

 5.7 個人委員会 ・3月から継続／新規入会を受け付けている 

 本日時点で27名入会. 順調に入会が届いている 

HPでも入会案内をアップ済み 

・3/10火 全体会議を実施、31名参加 

 岳連会費￥5,000の使途について質問があった 

その後、境町・岡田氏を講師にミニ勉強会を実施した 



・今週末、天神尾根山行を実施予定 

・４月から勉強会を実施する 

 各山岳会の新人の方も資料代￥500で座学のみ参加可能 

 5.8 ジュニア委員会 ・湯の丸スノーシューツアー無事終了 

 分岐点より上はガスっていたためエスケープルートをとったり 

 雪原で遊んだりした 

 雪が予想以上に少なかったが楽しめた 

 中国の方が２組参加してくださった（30分遅刻した） 

 5.9 総務 ・本日、日山協の保険のパンフレットを配布した 

 団体割引で安くなるはずだが加入数が少ない 

 守備範囲が広い保険なので、未加入の方へぜひ推奨してほしい 

・R８度 行事予定表の訂正があれば専務理事へ連絡を 

 

6.協議事項  

 6.1 ２月理事会議事録の承認 ・5.1 指導委員会「指導員資格講習会⇒指導員養成講習会」に変更 

・5.2 2/16 群馬国スポ前橋市準備委員会に変更 

 ➡変更を反映し承認 

 

 6.2 チャレンジキッズ 

プロジェクト鈴ヶ岳登山 

・5/20土 鈴ヶ岳で登山を計画 

 今年度からゆめ基金からの助成金は無い 

 雨天時は中止にする 

・従来、チラシ配布費用が12-3万かかっていたが助成金が無いため 

 費用をどう工面するか検討中（講師には交通費のみ支給する等） 

・JMSCA助成金も減額される 

 

・年度計画を立てHPに掲載予定 

・また応募者情報の整理を広報委員会にも相談しながら進めたい 

 根井理事から提案のあった「forms」という有料サービスを検討する 

➡チャレンジキッズについては理事会承認 

 

 6.3 自然保護委員会請求書 ＜経緯＞ 

R7度分の請求をしてほしいと自然保護委員会に依頼したところ、「積

算書」が専務理事宛に提出された. 

過去に一度も「決算書」が提出されたことがなく、詳細の提出を依頼し

たところ「積算書」に記載の内容・金額とは異なり目的外使用が発覚. 

加えて、定例会議/委員会の研修/県民登山参加者にも各委員に、岳連か

らの費用の中から交通費を支払っていたことが判明. 



会議や委員会の研修についての支払いは無しにしてほしい、と専務理事

から依頼し、承認. 

しかし県民登山の交通費については、理事会にかけることになった. 

⇩ 

清水副委員⾧と佐藤専務理事とのやりとりの中で、副委員⾧は納得した

ので削除した 

 

▼基準化について 

委員会活動の何が費用として認められ、何が認められないのか基準化し

たい（佐藤専務理事） 

・以前は各委員会一律５万円という時代もあった 

スカイビュー開始後、少しずつ金額があがっていった 

・法人化した際、会計士より各委員会にも決算書を提出してもらうよう

に話があった 

・年に何回か実施する各委員会の会議や自己研修は、恐らく自腹で実施

していると思われる 

➡基準を設けるため、常任理事会を開催して結論を出すことで決定 

 

 6.4 令和8年度予算案 ・2026年度の予算を積算した 

 各委員会の節約／収入を増やす努力が必要 

・国スポ準備金を昨年から￥50万とってあったが 

 特別会計の方へ入れ、視察等はそちらから出すように考えている 

 支出する際には理事会にかける 

・大きな変更が生じた際には補正予算を組む 

 

＜質疑＞ 

・JMSCA負担金の中身は？ 

 →基本料＋￥7,000/山岳会 

 

 6.5 令和8年度行事予定 

 

・4月理事会で協議する 

7. 閉会挨拶 

（小林副会⾧） 

三寒四温が続くので体調を崩さぬように気をつけてください. 

 

 

 

8. 資料 1、  K1 ２月理事会議事録 

２、K2-1 鈴ヶ岳実施要項（案） 

３、K2-2 参加申込票（案） 



４、K2-3 チャレンジキッズプロジェクトチラシ 

５、K2-4 2026鈴ヶ岳HP用 

６、K3-1 2025年積算書 運営費自然保護 

７、K3-2 2025自然保護委員会運営費 

８、K3-3 2025年度自然保護委員会 運営諸費用明細・計算式 

９、K4 2026年度収支予算書 

 

 

 

議事録署名人 

 

 

 

 


